
漁　　港 242 34,194,563 240 32,554,198 95 228

漁港海岸 11 35,568,708 11 26,895,765 61 3

漁　　場 2 498,880 2 498,880 100 2

合　　計 255 70,262,151 253 59,948,843 78 233
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498,880
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災害査定

（H29再調査決定額）

発注額
（千円）

平成31年1月31日現在の管内県営漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、78％となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            （平成31年1月31日現在）
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１ 漁港関係施設の災害復旧工事 進捗状況 

• さっちゃんNEWS part１ 

★★★_スマイル130（いちさんまる）プロジェクトについて_★★★ 

 「130万人誰もが笑顔に」をスローガンに掲げ、「県民の笑顔のために」、「感謝の笑顔を（県外、世界

に）届ける」を活動のコンセプトとし、復興に取り組む職員の気持ちを盛り上げ、復興に向けた県民と一体

感のある取組を展開し、岩手のあるべき未来に追いつく復興を推進する取組みです。 

＜漁協女性部を対象とした浜料理交流会及び 
組織力向上研修会を開催しました＞ 

 

 

 当センターでは、２月６日に、働く婦人
の家において「浜料理交流会及び組織力 
向上研修会」を開催しました。 
 これらの会は、気仙管内の漁協女性部の
交流及び活動の活性化を目的とするもので、
気仙地区の女性部８団体、計40名が参加し
ました。 
 浜料理交流会では、各団体で水産物を 
食材とした浜料理を作り、会食しながら 
参加者の交流を深めました。 
 また、組織力向上研修会では、「女性部
活動に若い女性の参画するために何が必要
か」をテーマに、ワークショップを行いま
した。  



　　　漁協や漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。

数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(%) 金額(%) 数量(%) 金額(%)

1,675 223,824 1,228 181,557 469 114,256 136 123 357 196

(１)　共同利用施設等の復旧状況

 

震災前（H20～
H22の平均）との

対比

(２)　大船渡市魚市場の水揚げ状況（平成31年1月1日から1月末累計）

平成31年 平成30年
震災前

（H20～H22の平均)
前年比

（H31/H30)

水産物荷捌き施設 大船渡市漁業協同組合

完成予定

平成30年度 平成31年3月

事 業 主 体事業年度 施設名

２ 水産施設等の復旧・魚市場の水揚げ状況 
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大船渡水産振興センターの 
PRキャラクターです 

  『復興板』に関するお問い合わせ先 

沿岸広域振興局水産部 

 大船渡水産振興センター 〔担当 宮田〕 

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階 

        TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229 

＜浜の魅力体験講座（気仙地区）を開催しました＞ 
 
  

 出典：いわて大漁ナビ 

 平成31年1月の大船渡市魚市場の水揚量は1,675トンで、昨年の約1.4倍、震災前の約3.6
倍でした。主な水揚げ魚種は、マイワシ(864トン、6千3百万円)、サバ類(456トン、3千5
百万円)、マダラ(103トン、1千8百万円)などでした。震災前より水揚げ量が増えた理由は、
マイワシが定置網及びまき網で好漁だったことが挙げられます。 
 
 

• さっちゃんNEWS part2 

 県では、2月9～11日にかけて漁業就業希望者の
掘り起こしや本県沿岸地域及び漁業への興味を喚起
するために、「浜の魅力体験講座（気仙地区）」を
開催しました。気仙地区での開催は今年で３回目で、
今回は、県内では一関市、県外では遠くは関西圏か
ら、計６名が参加しました。 
 初日は、綾里の公民館で地元漁業者の佐々木淳氏
から、地区の漁業の特徴や生産物の販路拡大や知名
度向上の取組み、磯焼けの様子などが紹介されまし
た。２日目はホタテ漁業とワカメ漁業の２班に分か
れて養殖作業を体験しました。 

 漁業体験の後は、同じく地元漁業者の澤田保
氏と高橋典子氏から、漁業就業に必要なこと、
漁業の魅力、厳しさなどについて紹介され、参
加者は熱心に聞いていました。 
 ３日目は大船渡市魚市場と大船渡市内の水産
加工場を見学 しました。 
 参加者からは、「貴重な体験や漁業者の生の
声を聞いて、漁業や漁師になるということにつ
いて真剣に考えるきっかけになった」という 
感想が聞かれました。そして、参加者全員がま
た大船渡市に来ることを約束して解散となりま
した。 


